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 「やっと山田良政の像に会えた」 
 持参した菊の花束を像の前に供えると、手を合
わせながらしばし感慨が胸をよぎった。 
 
 思えば小学校高学年のころ、母方の祖母が「お
ばあちゃんの従兄に山田良政という人がいて、そ
の人は弟の純三郎と二人して中国の孫文さんを
助けたそうだよ」と言っていたこと、そして三年前、
2011年秋、「辛亥革命100年」というスペシャル番
組がNHKから放映され、そこに山田良政・純三郎
兄弟のことが紹介されて以来、いつかは画面にう
つし出されていた山田良政の銅像に会いたい、
深圳にあるという庚子首義彫塑公園を訪れたい、
と思っていたのだった。 
 当日、2013年4月4日は、中国では清明節にあた
る。清明節といえば、杜牧の詩、「清明時節雨紛
紛」が思いうかぶが、その日は夜来の雨も上がり
公園のところどころにもやが立ちこめていた。山
の頂上近くに良政の像は立っていた。眼鏡をかけ
た良政は疾走する馬の背で手づなをにぎりしめ、
きっと前方を見つめていた（写真1）。髪の毛はうし
ろに飛散し、馬のあえいでいる姿からはいまにも
いななきがきこえそう。背中にはりついた丸い帽
子もリアルで迫力満点だった。瞬時をあらそって、
孫文の電報を鄭士良にとどけようと疾駆している
時の像であろう。石碑の題は「海外急電」とあり（写
真2）、碑文は「革命軍在行至恵東三多祝時遭到
清軍包囲、孫中山電告鄭士良“政情突変”譲他
“自決進上”、送電報的日本友人山田良政在撤退
時因迷路而中弾犠牲」とあった。 
 もう一つの像は、孫文を中心に、平山周と山田
良政が両側に立っている像で(写真3)、足もとの石 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【写真１】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【写真２】 
板には「台北議事」と題して説明文が刻んであっ
た（写真4）。「起義爆発前、孫中山在日本友人平
山周和山田良政陪同下来到台湾籌劃起義、在台
北建立了庚子首義指揮部」とあった。孫中山は脚
を組んで背広姿で大きなひじかけ椅子にかけて
おり、むかって左につめえりの洋服姿の平山周、
右側に手に巻物を持って羽織袴姿の山田良政の
立像があった。地面には石畳が敷きつめられて
いて、コンクリート造りの垣根、尾根には木製のさ
んがふいてあった。周囲はしゅろの木や夏草が繁
っていて、台北の南国ムードがただよっていた。
192  
ここにも花束を供えた。私は同行の深圳特区報の
記者のもとめに応じて、日本から持参した愛知大
学東亜同文書院ブックレット『孫文を支えた日本
人』を手にポーズをとった（写真5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【写真３】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【写真４】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【写真５】 
 日本人の銅像はこのほかには、「激浪滔天」と題
した石碑の前の6人の群像の中に宮崎滔天の姿も
あった（写真6、7）。滔天はひげを生やして和服姿
だった。孫文を中心として志士達の決然とした表
情が印象深い。この群像は李秀勤の作とのこと。 
 銅像は全部で19基あるとのことだったが、この公
園のテーマである「打響第一槍」は、高さ13.5メー
トル、重さ約30トンある「祭旗起義」と題した彫塑群
であった（写真8、9）。女性彫塑家の製作によると
のことで、まわりは中国をかたどった小石が敷き
つめられており、鋭くとがった尖頭は夏空につき
ささっていた。石板には「一九〇〇年十月六日、
三州田衆将士仿照義和団的服飾頭包紅巾、身穿
紅号褂、聚集在馬巒頭祭旗起義」とあった。スロ
ーガンは「打倒列強、推翻清廷！跟孫中山要跟
到底！」であった。ここ三州田が中国革命の第一
砲をとどろかせたところであるという誇りを感じた。
当時三州田は香港から船で一日たらずで到着で
き、恵州帰善県（今の恵陽区）と新安県（もとの宝
安県）の交わるところにあり、梅沙岸のそば、梧桐
山麓東部、南は香港の密林につらなっていて、攻
めるによし、退くによし、かくれるによし、といった
地形上の利点もあっただろう。しかし何よりも、三
州田の人々が、武術をならい勇気のある人々が
多く集っていたことが革命党の人々に見こまれた
ようだ、と同行の孫霄氏。私が「孫先生は孫文のご
子孫では？」と言うと「五百年前はそうかもしれな
いね」とユーモアたっぷりの返事だった。 
 【写真６】 
 
【写真７】 
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 【写真８】 
 
【写真９】 
 ついでに“公園”についてふれると、2001年塩田
区政府が庚子首義彫塑公園建設をきめた。彫塑
は銅と石材を用い、中国美術学院の一流の専門
家に設計を依頼した。愛国主義と辛亥革命及び
中国近現代史の理解と教育のため、さらには三州
田の生態系研究のために建設された「打響第一
槍」と銘うった一大テーマパークなのである。それ
ぞれの彫塑には、起義前後の情況がのべられて
いて、庚子首義の発生、経過、結果を石板に記述
し、参観者の庚子首義に対する理解を深めるよう
工夫されている。総面積７万平方メートル、投資は
1342万元である。今現在（2013年4月）はまだ一般
公開されていない。 
 私は、山田良政の一族の一人として、かくも立派
な銅像を建てていただいたことを光栄に思う。ま
た塩田区当局に対して感謝の気持で一杯である。
残念なことに、いま東シナ海の波はかつてないほ
ど高い。私は日本人も中国人も「庚子首義彫塑公
園」の志士たちの像を通して、百十数年前の、夜
明け前の日本と中国の歴史の一こまを思いおこし
てほしい。孫文の「大アジア主義」の旗じるしのも
と中国と日本の志士たちがともにたたかったことを。
志士たち一人ひとりの志を無にしてはならない、
そのことを胸に帰国の途についた。 
 
 さいごに、貴重な資料を下さり、解説して下さっ
た深圳市中英街歴史博物館館長孫霄氏、同行取
材して記事にして下さった深圳特区報の張万極
記者と張君宇記者、同丁慶林カメラマン、そして
今日の旅行をすべて按配して下さった周橋さん、
終始サポートをして下さった山田絵里さん、香港
からかけつけて下さった岡崎裕武さんに心から御
禮申し上げます。 
 また、入園許可をして下さり、歓迎パーティーを
開いて下さった深圳人民政府外事弁公室処長李
顕敏氏に感謝申し上げます。 
 なお、山田良政・純三郎につきまして、久保田文
次先生に御教示いただきました。武井義和先生
にはNHKスペシャル制作担当の方を通じて現地
の情報などお教えいただきました。ここに改めて
深く御禮申し上げます。 
 愛知大学東亜同文書院大学記念センター発行
のブックレット『孫文を支えた日本人』は、現地の
専門家、記者の方達にとても好評だったことを申
し添えます。 
 なお、現地へは深圳市の福田バスがありますが、
タクシーですと40分位で“公園”のゲートのところ
まで行けます。 
 
志士還らず 勇姿まぶしき 初夏の丘 
「清明節の日に 山田良政の像とあう」 
岡井禮子 作 
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〔注〕 
・文中に掲載する全ての写真は、岡崎裕武氏の撮
影による。 
・なお、山田良政の碑文にある「山田良政在撤退
時因迷路而中弾犠牲」に関して中国側の研究を
調べたところ、弾に当たって死んだという記述は
確認できなかった（武井）。 
 
〔参考資料〕 
雑誌 『槍声一九〇〇』、文化天地 
劉中国 『打響世紀第一槍』、香港公元出版有限
公司 
武井義和『孫文を支えた日本人』、愛知大学東亜
同文書院大学記念センター 
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